
手法の概要

研究のポイント

Googleママイイママッッププをを用用いいたた水水利利施施設設GIS構構築築手手法法ママニニュュアアルル

⚫ 手軽に利用できるWebアプリ「Googleマイマップ」（Google社）に着目し、土地改良区や地方自治
体等の職員がそれを利用して農業水利施設の管理の効率化を図れるように、「Googleマイマップ

を用いた水利施設GIS構築手法マニュアル」を作成し、インターネットで公開しました。

図2 PCのGoogleマイマップ（左）やスマートフォンのGoogleマップ（右）に表示した水利施設マップ
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※ A氏が自分のGoogleアカウントで水利施設マップを
作成。それにB氏のGoogle アカウントを共有登録
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図1 水利施設GISの全体像

⚫ GoogleアカウントでログインしてGoogleマイマップを利用すれば、Googleマップ（Google社）に掲載
されている航空写真の上に独自のマップ（空間データ）が作成できます。そのマップは、クラウド上

に保存され、モバイル端末で利用したり、関係者間で共有したりできます。この仕組みを利用して

水利施設GISを構築し（図1）、

施設管理や点検で活用します。
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⚫ モバイル端末のGoogleマップ
に水利施設マップを表示すれ

ば（図2の右）、現在地を確認

しながら施設に向かったり、

施設情報や被災・補修記録を

確認したり、水路の劣化地点

を記録したりできます。

⚫ 生きもの調査マップや多面的
機能支払活動記録マップなど

様々な適用が考えられます。
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